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ＪＦ全漁連、大日本水産会は７月１５日、燃油暴

騰による漁業者の窮状を政府及び国民に広くアピー

ルするため、東京・日比谷野外音楽堂において「漁

業経営危機突破全国漁民大会」を開催した。全国か

ら漁業関係者４千人（本県からは４３人）が集結し

た。大会は、午前１１時から始まり、服部郁弘ＪＦ

全漁連会長が挨拶し、続いて早崎達哉全国鰹鮪近代

化促進協議会会長、岩崎富作ＪＦいしかわ副組合長、

熊谷ヒサ子青森県漁協女性協議会会長により力強い

意見表明が行われた。 
大会決議は、丸山英満ＪＦ宮崎漁連会長（全国近

海かつお・まぐろ漁業協会長）が読み上げ、満場の

拍手で採択した。 
自民党の谷垣禎一政務調査会長、浜田靖一水産総

合調査会長、大島理森水産政策推進議員協議会長ら

から実効性・即効性のある政策を用意し、予算獲得

を目指し、７月末か８月初めには結論を出すべく全力

を尽くすなどの所信が表明された。大会には、１００

人以上の自民党国会議員が集結した。 
大会終了後、農林水産省周辺を大会参加者がデモ

行進した。 
また、「全国一斉休漁」が同日実施され、本県も全

漁協が参加したほか本会の鮮魚出荷もストップし全

国にアピールした。 

＜燃油価格暴騰対策に関する決議＞ 

原油価格の暴騰により、全国の漁業・漁村は今ま

さに、息の根を止められようとしている。漁業者の

自助努力はもはや限界を超え、出漁の断念や廃業者

の発生など極めて深刻な事態にある。このまま推移

すれば、国民への水産食料の安定供給の責務を果た

すことができなくなるばかりか、地域の経済・社会

に重大な影響を及ぼすことが懸念される。 
かかる緊急事態に鑑み、下記事項の実現を政府・

国会に強く求めるものである。 

記 

(１) わが国漁業を存続させ水産食料の安定供給を

図るため燃油価格の高騰に対する必要な補て

ん措置を講ずること。 

(２) 経営存続のため、税制及び金融措置等におけ

る抜本的な対策を講ずること。 

(３) 投機資金の国際原油市場への無秩序な流入を

規制する国際措置を求めること。 

(４) 漁業用燃油の安定供給を確保すること。 

２００８年７月１５日

漁業経営危機突破 全国漁民大会

燃油高騰に対して支援を求める服部全漁連会長 

 
 
 
 

 
７月２日、燃油価格高騰対策を国に働きかけても

らうため、服部会長ほか関係団体役員、漁業者代表
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として５ブロック会長・副会長ら２０名が県知事及

び県議会に対し要望を行った。 
また、７月９日には服部会長ほか関係団体役員、

５ブロック会長ら１３名が上京し、山田水産庁長官

および地元選出の国会議員と面談、要望書を手渡し

た。 

童９３名が、東かがわ市議会大山議長の合図で稚魚

の放流を行った。この日放流された稚魚は、ベラ５

万尾、トラフグ１万尾、マダイ・メバル・ヒラメ各

１千尾、タケノコメバル５百尾で、これからの豊漁

を祈願して三本松の海に放流された。また、事後放

流として、東讃漁協管内の各地先において、クルマ

エビ６万尾が放流される。 

放流終了後、会場に集結していた東讃地区各漁協

の漁船１２隻が順次出港し、出席者に見送られなが

ら地元地先に帰り、稚魚の放流を行った。 

地元３市、香川県、漁業者の皆さん他関係各位の

協力を得て開催した放魚祭は、盛況のうち無事に閉

会した。来年度第４０回放魚祭は、高松地区におい

て開催予定。 

 
 

 

 

 

 

去る７月１７日（木）午前１０時より、県民に広

く稚魚愛護と水産資源保護思想の普及高揚を図るこ

とを目的とした、第３９回放魚祭（主催：(社)香川

県水産振興協会、香川県東部漁業協同組合連合会、

香川県漁業協同組合連合会、香川県信用漁業協同組

合連合会、(財)香川県水産振興基金、 協賛：香川県、

東かがわ市、さぬき市、高松市）が、快晴の夏空の

もと、東かがわ市の三本松ロイヤルホテルと新三本

松港湾において、高木副知事、山本県議会副議長、

藤井東かがわ市長ほか水産関係者等約１１０名が出

席し、式典や稚魚の放流などが盛大に開催された。 

 

稚魚を放流する服部会長と園児 

式典は、三本松ロイヤルホテルで執り行われ、厳

かな神事のあと主催者を代表して服部会長が、「水

産業界は燃油高騰による一斉休漁など憂慮すべき事

態が続いているが、稚魚愛護と水産資源保護の精神

を、東かがわ市三本松から全国に発信し、豊かな瀬

戸内海を蘇らせることを願っております。」と挨拶

した。続いて、来賓の高木副知事他の方々からのご

祝辞をいただき、その後、多度津水産高校、多度津

高校の生徒６名に放流稚魚のお手渡しが行われた。 

式典終了後、いっぱいの大漁旗で彩られた放流会

場の新三本松港湾の岸壁で、式典出席者と三本松幼

稚園児６７名及び水産教室を終えた三本松小学校児

 

 

主な行事予定（8/1～8/31） 

８月８日(金) 燃油高騰水産業緊急対策組合長会

       かん水組合通常総会 

       養殖魚の今後のあり方と餌飼料の

       動向に関する研修会 

１３～１５日(金) 漁連盆休み 

２１日(木) ハマチ８０料理コンテスト審査会 

２９日(金) ハマチ８０大使選考会 

 

 

 

 

（敬称略）

詫間漁業協同組合 

新任  安 部   等 

(平成 20 年 6 月 22 日) 

退任  田 島 貞 彦 



平成２０年８月１日（金）          第５９１号            香川漁連だより  ３ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



平成２０年８月１日（金）          第５９１号            香川漁連だより  ４ 

 


